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11月10日、市民み んなのスポーツ、レクリエー シ ョンの総合施設として56年完成を目指 している「上田

市自然運動公園」のフィ ー ルドアスレチ ッ クが完 成、オープン しました。

このフィ ー ルドアスレチ ッ クは、 子 供ーさん か らお年寄りの皆さんまでそれぞれの体力に応 じて楽しめる

ものです。 ル ー ル を守 って楽し く遊びまし ょう。

主な内容 市民の動 き

(11月1日現在)

111，608人 (+98) 

男 54，469人 (+53) 

女 57，139人 (+45) 

世帯数 33，217世'肝 ( +63) 

( )内は前月比です
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塩
田
平
か
ん
が
い

排
水
事
業
起
工

長
年
、
中
小
不
足
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て

き
た
塩
田
平
地
区
に
、
干
曲
川
か
ら
操

業
用
水
を
揚
水
す
る
「
塩
田
平
地
区
県

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
」
の
起
工
式
が
、

十

一
月
十
三
日
、
六
か
村
用
水
路
近
く

の
川
辺
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
石
井
上
田
市
長
、
出
田
平

・

六
か
村
両
土
地
改
良
区
の
理
事
長
さ
ん

政浸-~....占叫 ，;，，;..;_- . 口瞳Z

起工式でクワ入れをする石井市長

は
じ
め
、
関
係
者
約
五
十
名
が
出
席
し
、

工
事
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

農
業
の
近
代
化
で

水
の
使
用
量
増
大

上
田
市
を
代
表
す
る
穀
倉
地
帯
の
塩

田
平
は
、
年
間
降
水
量
が
約
七
百
か
ら

八
百
ミ
リ
と
少
な
い
た
め
、
農
業
用
水

は
、
百
余
を
数
え
る
大

・
小
の
た
め
池
、

依
田
川
用
水
、
お
よ
び
、
中
小
河
川
の

沢
水
な
ど
で
ど
う
に
か
確
保
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
た
め
池
は
造
っ
て
か

ら
相
当
の
年
数
が
経
っ
て
い
る
た
め
、

貯
水
能
力
が
落
ち
、
依
田
川
用
水
は
水

量
的
に
限
界
が
あ
り
、
ま
た
、
中
小
河

川
は
山
が
浅
い
た
め
、
依
然
と
し
て
、

水
源
難
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
塩
田
平
の
水
団
地
帯
は
、
ほ

場
整
備
が
八
O
%
以
上
完
成
し
、
こ
れ

に
伴
う
用
水

・
排
水
の
分
離
と
機
械
化

の
た
め
に
、
水
の
使
用
量
が
、
増
大
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
畑
作
で
は
、
従
来

か
ら
の
リ
ン
ゴ

・
桑
に
加
え
、
ブ
ド
ウ

・
花
な
ど
の
栽
培
が
著
し
く
伸
び
た
こ

と
も
あ
り
、
米
作
と
合
わ
せ
、
年
間
数

百
万
ト
ン
の
農
業
用
水
が
、

一-一年
に
一

度
位
の
割
合
で
不
足
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
に

県
営
事
業
と
し
て
認
可

指
也
間
出
市

T
川
同
問
町
山
刊
さ

一1
4
l

一
年
サ
工
H
A

同
門
、
旧
山
山

四
ケ
村
が
合
併
し
て
塩
田
町
と
な

っ
た

時
、
塩
田
一
円
の
用
水
源
を
確
保
し
、

水
利
の

一
元
化
を
計
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
合
併
条
項
を
規
定
し
て
以
来
、
機

々
な
模
索
を
続
け
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
、
塩
田
平
土
地
改
良

区
の
強
い
要
請
に
も
と
す
き
、
市
で
は
、

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
独
自
の
調
査
を

始
め
る
と
と
も
に
、
操
業
用
本
の
必
要

性
を
県
知
事
、
お
よ
び
、
農
林
水
産
省

に
陳
情
し
ま
し
た
。
一
方
で
は
、
上
田

せ
き

農
水
土
地
改
良
区
連
合
、
六
か
村
堰
土

地
改
良
区
の
関
係
者
皆
さ
ん
の
深
い
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
基
本
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十

一
・
4
卜
-
一年
の
4

一年
間

に
わ
た
る
中
規
模
調
査
を
完
了
し
、
昭

和
丘
十
a

J

一年
度
に
農
林
水
路
宵
が
県
営

事
業
と
し
て
認
可
し
た
も
の
で
す
。

総
事
業
費
二
十
三
億
円

六
十
年
完
成
予
定

こ
の
か
ん
が
い
俳
ホ
事
業
は
、

a

部

が
地
元
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
総
事
業

政
約
二
ト
二
一億
円
の
う
ち
、
国
が
r
H
O

%
、
県
が
-
一。九
%
、
市
が
-
八
・
じ
托

%
の
比
率
で
そ
れ
ぞ
れ
れ
判
し
、
地
-
-
ん

は
し
ハ
・

二
r
u
%
を
負
制
一
し
ま
す
の
地
花

農
家
は
、
低
利
の
長
期
農
林
漁
業
資
金

を
利
用
し
て
、

hn(
初
一
念
を
返
済
し
ま
す
。

こ
の
事
業
に

よ
る
受
任
農
家
は
、
約

-aJr・-一
百
一戸
で
、
ぷ
川
八

fn
y
ト
-
-へ

7
7
|
ル
、
畑
-
-
一
向
ヘ
7
7
1
ル
か
付

象
と
な
り
、
七
か
年
計
画
で
昭
和
六
l
t

年
、
完
成
子
定
で
す
。

一
番
経
済
的
な

小
島
ル
!
卜
採
用

計
画
初
期
で
は
、
千
曲
川
の
水
を
ど

の
よ
う
に
し
て
、
塩
田
平
へ
州
問
中
小
す
る

か
で
須
川
ル

l
卜
、
原
峠
ル
ー
ト
、
小

島
ル

l
ト
の
二
一案
が
出
ま
し
た
n

心
終

的
に
は
、
管
理
貨
が
安
く、

4

4

命
経
済

的
な
小
島
ル

l
ト
を
採
用
し
ま
し
た
n

小
島
ル

l
ト
で
は
、
ま
ず
、
既
存
の

六
か
村
用
木
路
(
五
千
八
百
メ
ー
ト
ル

)

を
利
用
し
、
小
島
地
区
ま
で
通
水
し
ま

す
。
小
島
地
医
に
は
、
揚
水
機
場
を
設

問
し
、
こ
こ
か
ら
は
ポ

ン
フ
で
、

塩
削

ギ
に
散
従
し
て
い
る
-

a

ト
余
の
た
め
池

ま
で
、
送
市
小
管
(
総
延
長
-
一
い
ね
い
ハ
千
メ

ー
ト
ル

)
を
使

っ
て
ぶ
を
似
け
、
出
畑

へ
配
水
し
ま
す
ハ

本
年
度
は
、
h

ハ
か
村
用
木
路
約
五
-
白

メ
ー
ト
ル
の
改
修
を
し
ま
す

叩
凶
位
十
品
也
中
B
O

l

-

-

-多
種
目
栽
培
に

こ
の
か
ん
が
い
排
木
事
業
が
完
成
す

る
と
、
ぷ
川
の
問
水
補
給
が
確
保
さ
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、

こ
れ
ま
で
本
不
足

の
た
め
単
-
聞
け
し
か
校
出
が
で
き
な

か
っ
た
制
作
地
は
、
多
陪
け
の件
判
的
が

吋
能
に
な
る
と
と
も
に
、
肥
阿
川
管
均

4

山
れ
い
町
に

t
り
、
こ
れ
ま
で
以
ト
乃
主

向
上
が
期
待
で
・
き
ま
す
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勲四等旭日小綬章

川上象矩さん
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勲二等瑞宝章

伊藤富久衛さん
勲二等旭日重光章

宮下明義さん

勲五等双光旭日章

宮下哲之助 さん

十

一
月
三
日
明
文
化
の
日」

に、

市

内
に
お
住
ま
い
の
次
の
八
人
の
方
々
が
、

勲
二
等
旭
日
重
光
章
な
ど
、
め
で
た
く

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

。
勲
三
等
旭
日
重
光
章
宮
下
明
義
さ

ん

(
七
十
歳
、
大
字
諏
訪
形
一

O
一
四
)

宮
下
さ
ん
は
、

昭
和
四
十
七
年
、
最
高

検
察
庁
刑
事
部
長
を
退
職
さ
れ
る
ま
で

の
約
四
十
年
間
、
検
察
官
、
司
法
事
務

官
と
し
て
司
法
一
筋
に
精
進
さ
れ
、
そ

塩
田
平
は
昭
和
三
十
一
年
五
月
、
旧

四
ケ
村
が
合
併
し
て
塩
田
町
と
な

っ
た

三
千
二
百
戸
で
、

木
間
八
百
六
卜
-
-
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
畑
-
-一訂
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
対

象
と
な
り
、
七
か
年
計
画
で
昭
和
六
卜

可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
肥
川
川
管

m
L

ね
い切
に
去
り
、
こ
れ
ま
で
以
卜
の
午
.
時

向
上
が
期
日
川
で
き
ま
す
。

勲五等瑞宝章

赤尾 湊さん

の
問、

法
務
府
総
裁
官
房
人
事
課
長
、

法
務
省
入
国
管
理
局
次
長
、
最
高
検
察

庁
総
務
部
長
、
同
刑
事
部
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
、
特
に
、

新
刑
事
訴
訟
法
の

立
案
、
恩
赦
法
の
改
正
、
検
察
審
査
会

の
立
案
な
ど
戦
後
の
刑
事
立
法
改
正
に

努
力
さ
れ
、
法
秩
序
の
維
持
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
広
く
大
き
な
包
容
力
と
高
い

見
識
を
も
っ
て
強
力
な
指
導
性
と
実
行

力
を
発
揮
さ
れ
、
部
下
職
員
の
育
成
に

尽
さ
れ
ま
し
た
。

。
勲
二
等
瑞
宝
章
伊
藤
富
久
衡
さ
ん

(
七
十
歳
、
大
字
上
田
二

O
五
七
)
伊

藤
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
、
国
立

東
信
病
院
長
を
退
職
す
る
ま
で
の
四
十

数
年
間
、
医
療
行
政
、
医
療
の
向
上
に

努
力
さ
れ
、
国
立
東
信
病
院
長
時
代
に

は、

地
域
医
療
に
お
け
る
重
点
病
院
と

し
て

「が
ん
診
療
」
「
救
急
診
療
」
「
成

人
病
」
な
ど
の
治
療
に
多
大
な
成
果
を

あ
げ
ら
れ
、

地
域
医
療
の
充
実
と
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
下
に
お
い
て
三
十
年
間
、

結
核
審
査
会
協
議
会
委
員
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
の
審
査
委
員
と
し

て
、
結
核
の
治
療
対
策
、
適
正
な
診
療

報
酬
請
求
の
審
査
な
ど
積
極
的
に
活
躍

さ
れ
、
長
野
県
の
医
療
行
政
に
尽
さ
れ

ま
し
た
。

。
勲
四
等
旭
日
小
綬
膏
早
川
上
象
矩
さ

ん

(
七
十
歳
、大
字
神
畑
七
四
八
|

こ

川
上
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
、
松
本

区
検
察
庁
副
検
事
を
退
職
さ
れ
る
ま
で

の
四
十
数
年
間
、
検
察
官
と
し
て
司
法

一
筋
に
精
進
さ
れ
、
こ
の
間
、
松
本
区

検
察
庁
庶
務
課
長
、
上
田
・
岩
村
田
・

諏
訪

・
長
野

・
岡
谷
・
松
本
各
区
の
検

察
庁
副
検
事
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
法

秩
序
の
維
持
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
卓
越
し
た
見
識
を
も

っ
て
部

下
職
員
の
指
導
、
育
成
に
あ
た
り
、
後

継
者
づ
く
り
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

。
動
五
等
双
光
旭
日
章
中
垣
貞
男
さ

ん

(
七
十
歳
、
天
神

一
|
九
|
二
二
)

中
垣
さ
ん
は
、
薬
用
人
参
産
業
振
興
の

た
め
、
四
十
数
年
に
わ
た
り
こ
の
道

一

筋
に
精
進
さ
れ
、
こ
の
間
、
小
作
人
化

し
て
い
た
人
参
生
産
者
を
商
業
資
本
支

配
か
ら
解
放
す
る
た
め
、
生
産
者
組
織

力
結
集
に
よ
る
共
同
加
工
販
売
体
制
の

確
立
や
長
野
県
薬
用
人
参
組
合
協
会
の

設
立
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
、
日
本
人
参
販
売
農
業
協
同

劇六等単光旭日:重

松本 勝さん

組
合
連
合
会
会
長
理
事
、
日
本
薬
用
人

参
協
会
会
長
な
ど
の
要
職
に
あ
り
、
薬

用
人
参
産
業
振
興
発
展
に
努
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
長
野
県
味
噌
工
業
協
同
組
合

連
合
会
常
務
理
事
な
ど
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
日
本

一
を
誇
る
信
州
味
噌
産
業

の
振
興
発
展
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

。
勲
五
等
双
光
旭
日
章
宮
下
哲
之
助

さ
ん

(七
十

一
歳
、
大
字
蒼
久
保

一
四

七
六
|
三
四
)
宮
下
さ
ん
は
、
昭
和
四

十
二
年
、
上
田
市
立
第
二
中
学
校
長
を

退
職
さ
れ
る
ま
で
の
四
十
年
間
、
教
職

一
筋
に
精
進
さ
れ
、
第
二
中
学
校
長
時

代
の
後
半
に
は
、
上
田
小
県
教
育
会
長
、

長
野
県
中
学
校
長
会
長
、
全
国
中
学
校

長
会
理
事
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
教
育

の
進
む
べ
き
方
向
、
教
師
の
あ
る
べ
き

姿
を
追
求
し
、
学
校
教
育
の
推
進
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
心
身
の
望
ま
し

い
発
達
の
た
め
に
は
、
ま
ず
教
員
自
ら

の
研
修
こ
そ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
上

に
教
科
な
ど
の
指
導
が
確
立
さ
れ
る
と

の
信
念
を
も
っ
て
、
部
下
職
員
の
指
導

に
尽
さ
れ
ま
し
た
0

0
勲
五
等
瑞
宝
章

赤
尾

湊
さ
ん



(七
十
歳
、
常
入

一|
五
|
五
)
赤
尾
さ
ん
争
に
対
し
て
適
切
な
解
決
に
導
く
た
め
な
統
率
力
を
も

っ
て
部
下
職
員
の
指
導

は
、
大
正
十
四
年
、
上
田
区
裁
判
所
に
尽
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
あ
た
り
、
時
代
に
即
応
し
た
施
策
を

就
職
さ
れ
て
以
来
、
四
十
年
間
、
裁
判
。
勲
五
等
瑞
宝
章
内
山
八
郎
さ
ん
(
七
樹
立
し
て
積
極
的
な
瞥
察
運
営
に
尽
さ

所
事
務
の
仕
事
に
つ
か
れ
、
こ
の
間
、
十
二
歳
、
材
木
町
二
1

一
二
ー

こ

内

れ
ま
し
た
。

長
野
地
方
・
家
庭
裁
判
所
上
田
支
部
庶

山
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六
年
、
長
野
県
.
勲
六
等
単
光
旭
日
意
松
本
勝
さ

務
課
長
、
上
回
検
察
審
査
会
事
務
局
長
、
警
視
正
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
三

ん

(七
十
二
歳
、
中
央
六
|

一
一
l
二

長
野
家
庭
裁
判
所
上
田
支
部
主
任
書
記
十
数
年
間
、
警
察
の
仕
事

一
筋
に
精
進

O
)
松
本
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
か

官
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
豊
富
な
知
識
さ
れ
、
飯
山
警
察
署
長
、
浅
間
警
察
署
ら
同
三
十
四
年
ま
で
の
三
期
十
二
年
間
、

と
経
験
で
、
社
会
的
著
名
事
件
や
複
雑
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
こ
の
間
、
巡

市
議
会
議
員
と
し
て
、
戦
後
の
復
興
時

な
事
件
に
対
し
、
常
に
積
極
的
に
、
迅
査
部
長
、
瞥
部
補
、
普
部
、
瞥
視
、

警

に

お

け

る

地
方
自
治
の
育
成
発
展
、
住

速
か
つ
的
確
な
処
理
の
た
め
に
貢
献
さ
視
正
と
昇
任
さ
れ
、
恐
喝
、
と
ば
く
、
民
福
祉
の
向
上
、
地
域
産
業
経
済
の
発

れ

ま

し

た

。

傷

害

、

詐

欺

な

ど

の

犯

人

検

挙

な

ど

治

展

に

努

力

さ

れ

、

特

に

、

同

二

十

八

年

ま
た
、
退
職
さ
れ
た
後
は
、
長
野
地
安
の
維
持
に
努
力
さ
れ
、
地
域
社
会
の
か
ら
二
年
間
は
経
済
工
務
委
員
長
と
し

方
・
家
庭
裁
判
所
調
停
委
員
と
し
て
現
安
全
確
保
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
て
、
工
場
誘
致
、
上
田
駅
の
改
築
促
進

在
も
ご
活
躍
さ
れ
、
幾
多
の
困
難
な
紛
ま
た
、
豊
富
な
知
識
、
経
験
と
巧
み
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

青
果
物
推
奨
品
販
売

だ 昭和54年12月1日一一一一(4)-えつロ岡山戸主学広、le/
日
可

月
物
初
制
こ
の
た
び
石
井
光
一
さ
ん
(
大
手
二
)

捌
か
ら
五
百
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

J
¥

ま
し
た
。

一
石
井
さ
ん
か
ら
は
昭
和
五
十

一
年
か

一
ら
毎
年
五
百
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

一
き
、
こ
れ
を
も
と
に
創
立
さ
れ
た
「
点

号

訳

奉

仕
活
動
等
石
井
基
金
」
は
、
総
額

制
二
千
万
円
と
な
り
、
さ
ら
に
充
実
さ
れ

第
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〆

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
久
保
角
太
郎
さ
ん
(
川
辺

町
)
か
ら
五
百
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

久
保
さ
ん
か
ら
は
、
一
昨
年
も
学
校

図
書
館
を
充
実
し
て
く
だ
さ
い
と
五
百

万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
市
内
の

各
小
中
学
校
で
約
五
千
冊
の
図
書
が
購

入
さ
れ
て
「
久
保
文
庫
」
と
し
て
利
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の
ご

寄
付
に
よ
り
、
さ
ら
に

「
久
保
文
庫
」

県
が
基
準
地
価
格
を
恥
川
〕

が
充
実
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
十
五
年
、
上
田
市
織
物

協
同
組
合
設
立
当
初
か
ら
同
三
十
五
年

ま
で
の
二
十
年
間
、
理
事
長
の
要
職
を

勤
め
ら
れ
、
伝
統
的
な
織
物
で
あ
る
「
上

田
紬
」
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
な
ど
織
物

業
界
の
育
成
、
発
展
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

灯油・プロパン情報協力底販売価格 (12月5日以降)

目ロ白 名 単 位 安 {直 高 値

底頭 990円(980円) 1，050円(1，050円)
182 

n j由 配達 1，000円( 990円) 1，080円(1，080円)

2002 庖頭 10，800円(10，800円) 12，000円(11，500円)

プロパン 5m' 1，750円(1，725円) 2，060円(2，000円)

( )内は12月4日ま での販売価俗です。

販売価絡に変動があった場合は広報うえだでお知らせします。

生
活
交
通
課
生
活
係

市
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
好
評
の
ミ

カ
ン
と
青
果
物
の
仕
入
値
販
売
を
本
年

も
、
青
果
商
組
合
の
ご
協
力
に
よ
り
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

仕
入
値
販
売
さ
れ
る
品
に
は
「
推
奨

品
」
の
表
示
が
さ
れ
、
協
力
庖
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
の
あ
る
お
庖
で
販
売
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ミ
カ
ン
は
、
十
二
月
十
五
日
出
か
ら

二
十
日
附
ま
で
、
協
力
庖
が
自
主
的
に

選
定
し
た
各
産
地
の
ミ
カ
ン
を
推
奨
品

と
し
て
販
売
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
7
7

ま
た
青
果
物
は
、
十
二
月
か
ら
来
年

一
一
月
ま
で
の
毎
日
「
キ
ャ

ベ
ツ
」
、
「
ほ

う
れ
ん
草
」
、
「
ね
ぎ
」
、
「
長
芋
」
、

「
白
菜
」
、
「
き

?
7り
」
、
「
き
の

こ
」
、
「
リ
ン
ゴ
」
そ
の
他
、
比
較
的

高
値
の
青
果
物
の
中
か
ら
協
力
庖
が
自

主
的
に
選
定
し
た
品
目
を
推
奨
品
と
し

て
販
売
し
ま
す
。

な
お
推
奨
品
の
価
格
は
、
各
協
力
庖

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を

お
ね
が
い
し
ま
す
。

基
準
地
の
位
置
、
価
格
な
ど
は

別

表
の
と
お
り
で
す
。
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さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の
ご

寄
付
に
よ
り
、
さ
ら
に
「
久
保
文
庫
」

二
十
日
同
ま
で
、
協
力
庖
が
自
主
的
に

選
定
し
た
各
産
地
の
ミ
カ
ン
を
推
奨
品

と
し
て
販
売
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
、
か
基
準
地
価
格
を
I
l
l
-

ー
公
表
l
し

国
土
利
用
計
画
法
に

五
十
四
年
度
基
準
地
価
格
が
、
十
月
一

日
に
県
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
基
準
地
価
格
は
、
土
地
の
取
引

出

か

つ
円
滑
に
す

る
と
と
も
に
、
土
地
の
取
引
価
格
の
指

標
と
な
る
も
の
で
す
。

上
田
市
内
に
は
、
住
宅
地
と
し
て
六

か
所
、
商
業
地
三
か
所
、
準
工
業
地
一

昭和 54年度基準地価格表

基

準

妙

七

外
一
筆
「
天
神
二
|
二
|
四
」

上
田
市
天
神
二
丁
目
一
八
四
九
番
一
七

五

「
中
央
西
一
ー
一
五
一
一
一
」

上
田
市
中
央
西
一
了
目
三
五
一
一
番

「
中
央
一
ー

で
|一一

O
」

五

上
田
市
中
央
一
丁
目
五
一
二
七
番
四

五

上
田
市二
常筆
回「
二常
丁回
目二

七 三
三五
番|
三五
四」
外よ

二
五
番
四

上
田
市
大
字
中
野
字
産
川

五

七
五
番
一
一

上
田
市
大
学
古
里
字
西
ノ
手

四

上
田
市'八
大二
字七
中番
之九
条三
子

油
田

五
三
五
番
一
外
一
筆

上
田
市
大
字
諏
訪
形
字
荒
神
前

一
三
「
常
磐
城
六
|
八
|
八
」

上
田
市
常
磐
城
六
丁
目
一
四
二
六
番

上
回
(
県
)

「
常
入
一

1

一
五
|
七
」

上
田
市
常
入
一
丁
目
一

O
六
九
番
六

番

号
一
住
居
表
示

基
準
地
の
所
在
お
よ
び
地
番
な
ら
び
に

七
八
、

0
0
0円

八
九
、
五

O
O円

五、

0
0
0円

八

O
、
0
0
0円

一
四
、
五

O
O円

二
四
、

0
0
0円

二
O
、
0
0
0円

二
五
、
四

O
O円

四

て

五

O
O円

二
、
三

O
O円

ー
ト
ル
当
た
り
価
格

基
準
地
の
一
平
方
メ

二
O
五
zm

一
一
一
一

長
方
形

一
四
八
2m

一
・
二
一
一

ほ
ぽ
長
方
形

田

町1

一
一
一
・
五

ほ
ぽ
長
方
形

田

町1

一
一
一
一

長
方
形

。
π1 

一
一
一

・
五

台
形

二
五
二
ば

一
一
一

長
方
形

町1

ほ
ぼ
正
方
形

八戸

町-{

ほ-
ぼ
台五
形・・

一
一
一
・
五

一
五
九
ば

ほ
ぽ
台
形

。
町1

ほ-
lま
斗」、
<=J 

形 ・

I也

積

M

U

4

A

 

T

+

E

'

J

W

凋
吋

基

準

地

の

基
準
地
の

住
宅

w
l

W 庖
舗
兼
住
宅

住
宅
W

|

住
宅
W

|

住
宅
W

|

住
宅
W

|

利

用

現

況

基

準

地

の
'" 

利
用
現
況

基
準
地
周
辺
の
土
地
の

混
在
す
る
地
域

庖
舗
、
工
場
、
一
般
住
宅
の

建
ち
並
ぶ
商
業
地
域

官
公
署
、
病
院
、
庖
舗
な
ど
が

ペシ

ち
並
ぶ
駅
前
商
庖
街

中
層
ピ
ル
、
小
売
庖
舗
が
建

ち
並
ぶ
商
庖
街

小
売
庖
舗
、
一
般
住
宅
の
立

市
道

南
二
ハ

m

水
道

公
共
下
水

水
道
、
ガ
ス

北圏西
一道側
五側
m 道

水
道
、
ガ
ス

県
道

東
一
八

m

市
道

西
六

m

公
共
下
水

水
道
、
ガ
ス

// 

が

混

在

す

る

地

域

市

道

中
規
模
一
般
住
宅
、
底
舗
な
ど
一
北
五
m

ペシ

イシ

な
ど
が
建
ち
並
ぶ
地
域

中
規
模
住
宅
、
庖
舗
、
工
場

在
す
る
新
興
住
宅
地
域

農
地
の
中
に
一
般
住
宅
が
点

る
地
域

中
規
模
一
般
住
宅
が
散
在
す

ぶ
分
譲
住
宅
地
域

中
規
模

一
般
住
宅
が
建
ち
並

な
ど
が
混
在
す
る
住
宅
地
域

中
規
模
一
般
住
宅
、
小
工
場

背
面
道
路

私
道
南
四

m

東市北
四道側
m 側
道

市
道

東
二
・
五
m

西市南
五道側
m {則
道

市
道

水
道
、
ガ
ス

西
四

m

の
状
況

前
面
道
路

基
準
地
の

整
備
状
況

よ
ぴ
下
水
道
の

ス
供
給
施
設
お

て
の
水
道
、
ガ

基
準
地
に
つ
い

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を

お
ね
が
い
し
ま
す
。

イシ

上
田
駅
三
・
一
回

上
田
駅
五

O
O
m

上
田
駅
一
・

=
fM

上
田
駅
一
三

O
m

上
田
駅
一
・

一
回

二
O
O
m

上
回
交
通
塩
田
駅

上
田
駅
三
・
七
回

上
田
駅
二

・
九
回

砂

上
田
駅
二
・
五
回

// 

上
田
駅
二
・
七
回

の
接
近
状
況

要
な
交
通
施
設
と

鉄
道
そ
の
他
、
主

基
準
地
に
お
け
る

準
防
火

準
工
(
ニ
O
O
)

「
都
計
区
」

準
防
火

近
車
問
(
三
O
O

「
都
計
区
」

防
火
商
業
(
四

O
O

「
都
計
区
」

準
防
火

近
商
(
三
O
O

「
都
計
区
」

イシ

「
都
計
区
」

(五
O
、
八

O

一
住
専

「
都
計
区
」

住
居
(
二

0
0

「
都
計
区
」

(五
O
、
八

O

一
住
専

「
都
計
区
」

住
居
(
二
O
O

「
都
計
区
」

要
な
も
の

法
令
の
制
限
で
主

市
計
画
法
そ
の
他

基
準
地
に
係
る
都
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検
察
審
査
会
は
、
社
会
の
公
平
を
保

つ
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切

な
制
度
で
す
。

刑
事
訴
訟
法
で
は
、
起
訴
、
不
起
訴

の
決
定
権
は
検
察
官
に
ま
か
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
誤
っ
た
判
断
で
不
起
訴
に
な

っ
た
場
合
、
社
会
の
公
平
は
保
た
れ
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
時
に
、
そ
の
誤
り
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た

の
が
「
検
察
審
査
会
」
で
す
。

選
挙
人
名
簿
か
ら

十
一
名
を
選
出

再804号一

‘番地
T，: (こ σ1 主主
手従住完
し つ主主入

院がj入あ
居いす
*でたヵ
ききと A
fるまき
情す:、希
開 υ 入望
閉居す
聞のる
は順団

: 11月17日からはじまった工ピス講に、18日

:徳島からの踊リ手による本場の「阿波おど

:り」が、ひろうされました。

:当日は、あいにくの雨降リとなってしまい

:アーケード内で行われました。

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
審
査
員

の
選
び
か
た
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中
か

ら
(
裁
判
官
)
検
察
官
な
ど
法
律
で
定

め
与
れ
た
人
を
除
く
)
無
作
為
に
百
六

十
八
名
の
審
査
員
候
補
者
を
選
び
ま
す
。

さ
ら
に
候
補
者
の
中
か
ら
十
一
名
の

審
査
員
を
ク
ジ
に
よ
っ
て
選
出
し
ま
す
。

検
察
審
査
員
に

選
出
さ
れ
た
ら
ご
協
力
を

検
察
審
査
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
方

に
は
、
「
候
補
者
に
選
出
さ
れ
た
旨
」

の
通
知
書
が
届
き
ま
す
の
で
、
そ
の
手

続
き
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

百
六
十
八
名
の
審
査
員
候
補
者
の
中

か
ら
、
十
一
名
の
審
査
員
に
選
ば
れ
た

人
に
は
、
検
察
審
査
会
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
す
す
ん
で
会
議
に
出
席

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ゆ情』
e-Fvtw
崎
駅
助
E
、
ゆ
巴
爪
山
富
ヘ
陣
内
爪
W
倉戸

引
か
れ
た
所
得
税
を
、
本
年
最
後
の
給

料
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
、
精
算

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
給
料
・
賞
与

な

ど

け

て

い

る

給

与

所

得

風
邪
か
ら
身
を
守
る

話
あ
れ
こ
れ

風
邪
が
、
猛
威
を
ふ
る
う
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
「
万
病
の
も
と
」

と
言
わ
れ
る
風
邪
か
ら
身
を
守
る
日
常

生
活
で
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
、
触
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。

風
邪
と
は

風
邪
は
、
体
の
抵
抗
力
が
弱
ま
っ
た

時
に
、
病
原
に
な
る
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
が

体
に
入
っ
て
発
病
し
ま
す
。
一
般
に
、

く
し
ゃ
み
、
鼻
守
つ
ま
り
、
せ
き
、
頭
痛
、

熱
っ
ぽ
い
な
ど
不
快
な
症
状
を
、
風
邪

と
い
っ
て
い
ま
す
。

長
引
か
せ
た
り
、
風
邪
だ
な
ん
て
軽

く
考
え
て
い
る
と
、
肺
炎
、
気
管
支
炎

な
ど
の
合
併
症
を
お
こ
し
た
り
、
潜
ん

で
い
た
病
気
が
発
病
し
た
り
、
悪
化
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

風
邪
か
ら
身
を
守
る
に
は

で
は
、
「
万
病
の
も
と
」
と
言
わ
れ

る
風
邪
か
ら
身
を
守
る
日
常
生
活
で
の

注
意
事
項
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

①
た
ん
ぱ
く
質
(
卯
・
肉
・
魚
・
牛
乳

な
ど
)
・
脂
肪
・
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
じ

申・
7
5h小
島
九
に

icmリ
、
パ
-7
ン
ス
爪
町
BF
L

税
金
は

納
期
内
に
納
入
し
よ
う

れ
た
規
則
正
し
い
食
事
を
し
ま
し
ょ

主
ノ
。

②
寝
不
足
、
過
労
に
な
ら
な
い
よ
う
睡

眠
、
休
養
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
と
り
ま

1
V
トム

F
Aノ
。

③
部
屋
を
暖
か
く
す
る
時
も
温
度
は
一

定
に
保
つ
よ
う
に
し
、
湿
気
は
必
ず

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
(
居
間
な

ら
温
度
十
六
J
二
十
度
、
湿
気
四

0
1

七
O
%
)
部
屋
の
換
気
も
大
切
で
す
。

④
入
浴
は
、
皮
膚
の
温
度
調
節
を
保
つ

た
め
に
大
切
で
す
が
、
湯
上
が
り
は

水
気
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ふ
き
と
り
、
湯

冷
め
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

⑤
外
出
か
ら
帰
っ
た
時
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
ふ
だ
ん
も
普
通
の
水
で
よ
い

の
で
、
う
が
い
を
こ
ま
め
に
し
ま
し

ょ
う
。
う
が
い
を
す
る
と
、
の
ど
に

付
い
た
ホ
コ
リ
や
病
原
体
を
洗
い
流

し
て
、
粘
膜
を
刺
激
し
、
抵
抗
力
を

強
め
ま
す
。

以
上
が
、
風
邪
に
関
す
る
日
常
生
活

で
の
注
意
事
項
で
す
。

毎
日
の
生
活
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し

て
、
健
康
で
こ
の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し

トム
F

・
勺
ノ
。

市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
募
集

小
包
は
日
日
出

年
賀
状
は

地
価
調
査
の

関
係
図
書
を
閲
覧

国
土
利
用
計
画
法
施
行
令
(
昭
和

四
十
九
年
政
令
第
三
八
七
号
)
第
九

条
の
規
定
に
よ
る
昭
和
五
十
四
年
地

価
調
査
に
か
か
わ
る
図
書
を
、
次
に

よ
り
閲
覧
に
供
し
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日

上

田

市

長

石

井

泉

閲
覧
場
所
リ
上
田
市
役
所
企
画
財
政

部
企
画
課

閲
覧
日
H
公
告
の
日
か
ら
三
年
間
の

各
自
(
日
曜
日
、
祝
日
、
そ
の
他

市
の
休
日
を
除
く
)

闘
賞
時
間
H
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

正
午
ま
で
と
午
後
一
時
か
ら
同
五

時
ま
で
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

閲
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
担
当
職

員
に
申
し
出
て
そ
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

告〉• <公

居
者
の
募
集
を
、
一
月
十
日
閃
か
ら
二
十

一
日
開
ま
で
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
、
市
役
所
二
陛
管
理
課
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
一
月
一
日
発
行
の
広
報
「
う
え
だ
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
抽
選
日
と
場
所
〉

一
月
三
十
日
嗣
市
役
所
六
陛
会
議
室

で
午
前
九
時
か
ら
。

ヘ
ーへ陰晴ド
L
h

つ
い
ア
t

、ν
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一
月
三
十
日
附
市
役
所
六
陛
会
議
室

で
午
前
九
時
か
ら
。

へ
入
居
に
つ
い
て
)

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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①
た
ん
ぱ
く
質
(
卵
・
肉
・
魚
・
牛
乳

な
ど
)
・
脂
肪
・
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
じ

ゅ
う
ぶ

λ
に
と
り
、
バ

ラ
ン
ス
の
と

十
一
名
を
選
出

時
限
努
審
査
会
は
、
十
J

名
の
審
査
員

検
察
に
映
せ
、
世
の
声
、

民
の
声

~

綱

売

入
居
で
す
か
ら
、
希
望
す
る
団

号
地
の
住
宅
が
あ
い
た
と
き
、
入
居
の
順

制
暑
に
従
っ
て
入
居
で
き
ま
す
。

第
た
だ
し
、
入
居
で
き
る
有
効
期
間
は

一

一
年
で
す
。

一
口
月
は

紛

上
時
ほ
閣
津
川
月

間附

上
国
税
務
署
告
⑫
1
2
3
4

m川

市
役
所
市
民
税
課

ぽ

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
3
2

一
有
事
0
6
1
1

だ

引
か
れ
た
所
得
税
を
、
寺
中
年
最
後
の
給

料
の
支
弘
い
を
受
け
る
と
き
に
、
精
算

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
給
料
・
賞
与

な
ど
の
支
給
を
受
け
て
い
る
給
与
所
得

者
は
、
こ
の
年
末
調
整
に
よ
っ
て
、
今

年
一
年
間
の
納
税
が
完
了
し
ま
す
。

給
与
支
払
者
(
事
業
主
)
は
、
雇
用

し
て
い
る
従
業
員
の
今
年
最
後
の
給
料

賞
与
に
、
年
末
調
整
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
給
与
支
払
報
告
書
は
、
来
年

一
月
三
十
一
日
同
ま
で
に
市
民
税
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

内
あ
て
」
、
「
県
内
あ
て
」
、
「
県
外

あ
て
」
な
ど
に
分
け
て
、
簡
単
な
紙
札

を
つ
け
、
束
ね
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

小
包
は
日
日
出

年
賀
状
は

初
日
制
ま
で
に
出
そ
う

年
賀
状
は
、
十
二
月
十
五
日

ωか
ら

受
付
を
始
め
ま
す
。

年
末
が
、
お
し
迫
っ
て
か
ら
出
し
ま

す
と
、

元
日一
配
達
に
間
に
合
わ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、

遅
く
て
も
十
二
月
二
十

日
附
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
小
包

は
、
十
二
月
十
五
日

ωま
で
に
差
し
出

し
で
く
だ
さ
い
。

年
賀
状
を
お
出
し
に
な
る
際
は
「
市

税
金
は

納
期
内
に
納
入
し
よ
う

年
末
の
く
み
取
り
は

収
税
課
収
税
係

官
⑫
4
1
0

0
内
線
2
4
3

2
4
4
・
有
線
②
0
6
9
1

初
日
出
ま
で
に

今
月
の
納
税
は
、
固
定
資
産
税
第
三

期
と
国
民
健
康
保
険
税
第
七
期
で
す
。

税
金
は
納
期
内
に
納
入
さ
れ
る
よ
う
・

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
納
期
限
は
十
二
月

二
十
五
日

ωで
す
。

毎
年
、
年
末
は
、
ト
イ
レ
の
く
み
取

り
が
集
中
し
、
処
理
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
く
み
取
り

業
者
に
申
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
、
十

二
月
二
十
九
日

ωま
で
に
、
く
み
取
り

が
終
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
調
整
と
は
、
毎
月
給
料
か
ら
差

2.子供と老人の事故防止

3.運行管理体制の充実

例年、年末から年始にかけては、せわしい世情のなかで、交

通量が増加する一方、飲酒の機会も多くなり、交通事故が多発

しています。持に、 一時減ったといわれる飲酒運転による交通

事故が、また増加の傾向にあります。

b飲酒運転の追放

(1)家族ぐるみ、職場ぐるみ、 地域ぐるみで飲酒運転を追放

しましょう。

(2)一杯の酒でも飲んだら運転はやめましょう。

仁年末年始の l 
交通事故防止運動」

じ〉子供の支通安全

(1)道路は右側を歩きましょう。

(2)道路に急にとび出すことは、絶対やめましょう。

(3)歩行者用信号機で、信号が青の点滅の時は、一度待ち、

左右をよく見で、手をあげて渡りましょう。

「チ供の交通安全についてのしつけは、まずあ、母さんなど

おとながお手本を示し、 「ことば」だけでなく、 「実際に

外へ出て」横断のしかた、とび出しの危険などについて、

体をも って教えましょう 。」

1>おとしよ りの交通安全

え

(1 )信号機のあ・る横断歩道を渡りましょう。

(2)車が近づいてきたら、横断をしないようにしましょう。

(3)とまフている車と車の聞からの横断はやめまじよう。

(4)ノ〈スなどから降りた時は、パスのすぐ前や、すぐ後から

急に道路を波らないようにしましょう。

「たとしよりは、反射的な筋肉動作など、若い時にくらべ

低下しているのが普通です。横断するときや、車が近づ、い

てきた!1キに事故にあいやすいので、注意じてくださいo.JJ

b歩行者の交通安全

(1)必ず歩道(路側帯)を歩きましょう。

(2)すこし遠くでも、横断歩道や歩道橋を渡りましょう。

(3)幼ないチ供と歩くときは、.チ供の手をしっかり握りまし

ょっ。

(4)夜間、外出する時は、明るい衣服を身につけましょう 。

1>ドライパーの交通安全

(1)多 くの命があ なたの手にゆだねられています。

(2)これ ぐらいは大丈夫が、事故につながります。

(3)l、つでも、どこでも安全を確かめて運転しましょう 。

(4)事は運転手の心ひとつで、走る凶絡にも、楽しい乗り

物に もなることを忘れないでくだ さし、。

つ

<12月10日(月)，_新年 1月8日(刈〉

(3)運転する人には、酒を出 さないようにしま しょう。

一(7)-一一昭和54年12月1日 広報

家族は地獄」あなたは天国

運動の重点

1.飲酒運転の追放

「飲んで乗る
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基本的

玉里解のために

同和問題を考える I 

む
し
ろ
、
生
物
学
的
に
冷
淡
な
い
い
方

を
す
る
な
ら
、
近
親
結
婚
に
よ
っ
て
生

れ
た
異
常
児
に
は
生
命
力
、
繁
殖
力
が

乏
し
い
た
め
、
そ
こ
で
悪
い
遺
伝
子
が

途
絶
え
る
こ
と
が
多
く
、
近
親
結
婚
を
代

々

K
V返
す
こ
と
は
、
悪
い
遺
伝
子
を
自

と
う
た

然
陶
汰
す
る
こ
と
に
な
る
と
さ
え
い
、
え

る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
近
親
結

婚
が
多
か
ろ
う
と
少
な
か
ろ
う
と
「
血

が
濃
い
」
と
か
「
知
能
が
劣
る
」
と
か

に
は
関
係
な
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

「
血
が
け
が
れ
る
」
と
い
っ
た
考
え

方
も
同
じ
で
、
誤
っ
た
俗
説
や
偏
見
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
、
そ
れ
が
い
い
伝

え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
す
。

同
和
地
区
の
人
た
ち
は
、

J
」
わ
い

人
た
ち
だ
。
と
い
わ
れ
ま
す
が
。

こ
れ
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
理
由

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
約

.- ~ 804号 (盟諸説品Zio--広報 えつ

(
十
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

緑
が
丘
一
丁
目
(
緑
が
丘

)

児
玉
助
三
郎
さ
ん

踏
入
二
丁
目

(
踏
入
)

神
林
か
く
さ
ん

下

郷

林

誉

子

さ

ん

諏

訪

形

長
谷
川

進

さ

ん

保

野

中
村
玄
三
き
ん

中
央
西
二
丁
目
(
下
紺
屋
町
)
七
一

山
本

重

蔵

さ

ん

大

屋

七

八

小
林

勇

さ

ん

神

畑

七

四

小
林
初
子

さ

ん

上

沢

四

九

尾

崎

明

納

さ

ん

小

泉

八

八

斉
藤
ふ
じ

E
Z

福

田

五
十
数
年
前
、
大
正
の
終
り
か
ら
昭
和
の

始
め
に
か
け
て
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
自

ら
の
力
で
解
放
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た

水
平
社
の
活
発
な
活
動
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。当
時
、
そ
の
地
域
の
住
民
と
し
て
差
別

さ
社
、
住
民
と
し
て
の
権
利
を
奪
わ
・れ

る
な
ど
、
不
公
平
な
こ
と
が
公
然
と
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
山
の
入

会
権
と
か
共
有
の
財
産
に
対
す
る
権
利

が
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

不
平
等
を
な
く
す
た
め
の
た
た
か
い

あ
る
い
は
差
別
的
な
こ
と
ば
や
行
動
を

し
た
差
別
者
に
対
す
る
糾
弾
の
た
た
か

い
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の

地
区
に
住
ん
で
い
る
住
民
と
し
て
当
然

あ
っ
て
も
よ
い
権
利
が
侵
さ
れ
て
い
る

と
し
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
。

八。八八九一六六六一一
竹
内
立
自
治
さ
ん

伊
藤
モ
ト
エ
さ
ん

天
神
四
丁
目
(
北
天
神
町
)

宮

崎

元

実

さ

ん

越

戸

市

川

す

い

の

さ

ん

新

田

戸
田
武
吉
さ
ん

中
央
東
(
上
川
原
柳
町
)

工

藤

巌

さ

ん

秋

和

和

国

広

義

さ

ん

下

小

島

義
之
寅

造

さ

ん

五

加

林

士

枝

子

さ

ん

岡

清
水
照
子
き
ん

東
前
山

ひ
と
り
の
力
で
は
弱
い
の
で
、
ど
う
し

て
も
仲
間
を
組
み
団
体
と
し
て
行
動
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
同
和
地

区
の
人
た
ち
は
、
事
が
あ
る
と
団
結
し

て
押
し
か
け
て
く
る
と
よ
く
い
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
部
落
の
人
た
ち
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
現
在
い
ろ
い

ろ
な
労
働
組
合
も
団
体
の
交
渉
権
が
認

め
ら
れ
、
団
体
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。差

別
者
に
対
す
る
糾
弾
は
、
差
別
者

に
反
省
を
求
め
る
た
め
の
や
む
に
や
ま

れ
ぬ
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、
心
の
怒
り

か
ら
自
然
と
こ
と
ば
も
粗
暴
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
当
時
の
同
和
地
区
の

人
た
ち
は
、
差
別
に
よ
っ
て
、
仕
事
も

限
ら
れ
て
お
り
、
生
活
も
苦
し
か

っ
た

こ
と
か
ら
子
ど
も
た
ち
ま
で
生
活
が
厳

八
0 

唐
沢
豊
邑
き
ん

保
坂
満
次
さ
ん

土
屋
久
雄
さ
ん

佐

藤

桃

さ

ん

平
田
元
晴
さ
ん

深
石
立
国
次
さ
ん

柳
沢
な
み
子
き
ん

尾
崎
克
雄
さ
ん

常
国
二
丁
包

(北
常
国
)

上

原

ひ

つ

じ

さ

ん

院

内

甲
因
不
慢
さ
ん

五

加

竹

内

朝

野

さ

ん

中

野

五六六
八二九

上
川
原
柳
町

下

組

院

内

千
曲
町

諏
訪
形

漆

戸
三
好
町
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し
く
、
活
動
的
で
あ
り
粗
暴
に
見
、え
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
な
け
れ
ば
生
き
て
行
け
な
か

っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
一
般
の
人
た
ち
は
同
和
地
区
の
人

は
こ
わ
い
人
た
ち
だ
と
感
じ
と
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
要
は
「
だ
れ
が
そ
う
さ
せ

た
か
」
「
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
同
和
地
区
の
人
た
ち
を

お
っ
か
な
い
人
に
し
た
の
は
だ
れ
で
し
ょ

う
か
。

一
般
社
会
の
人
た
ち
が
差
別
し

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
表

れ
た
の
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
こ
と
を

深
く
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

つ
づ
く

七
三
六
六
七
七
六
三
八
一
四
九
六一一

小

泉
生

塚岡
染

屋

七七八四
四三一二

宮
崎
重
明
さ
ん

宮
下
は
な
さ
ん

丸
田
由
三
郎
さ
ん

西
沢
己
喜
雄
さ
ん

岡
本
喜
代
子
さ
ん

緑
が
丘
三
丁
目

(城
北
)

関

加

い

さ

ん

赤

坂

宮
沢
又
次
郎
さ
ん

下
室
賀

小
野
ふ
み
さ
ん

中
央
商

一
丁
目

(北
大
手
)

中
村
量
之
助
さ
ん

舞

図

田
中
キ
ミ
さ
ん

川

辺

町
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